
令和4年度　香南市保育所評価報告書　

達 成 状 況 評価 考　　　察 評価

①
子どもの興味や関心に応じた教材研究

をする

季節に応じた教材研究では、様々な素材や用具の使い方や

どのような遊びに適しているかなど職員間で情報共有をし

ながら積極的に取り組むことができた。子どもたちの遊び

のイメージや発想を促したり、興味や関心をもって自ら遊

びに取り入れるなど子どもたちが繰り返し試してみようと

する姿が増えてきた。

B A

引続き、教材研究や保育実践に活かせるよう

な研修体制を整えていく。保育の中で使う素

材や四季折々の自然物等を意図的に遊びに取

り入れる等、職員全体の知識を深めながら取

り組んでいく。

②

子どもの内面や思いを読み取り主体的

に遊びに関われるような環境構成につ

いて考える

毎月のカリキュラム会や日々の話し合いの中で、子どもの年齢や発

達に応じた保育室・園内環境を見直し、環境の再構成を行うことが

できた。乳児では、一人一人の個人差もあるので用具や遊具の配置

に悩むこともあった。子どもたちが遊んで見たくなる、魅力ある環

境づくりのためには、カリキュラムのねらいと内容に基づき構成し

ていく事の難しさも感じた。

B A

今後も、子どもたちの主体性が発揮され、子

どもの興味や関心に応じた環境を構成できる

ようにカリキュラムマネジメントが活かせる

ように保育を実践していく。

③
自分の思いを表現し、相手の思いにも

関心をもち関われるような援助をする

それぞれの年齢に応じた関わりの中で、一人一人の子どもに丁寧に

寄り添い、向き合う事を意識し実践してきた。乳児では、愛着関係

が築けると子どもたちは、身振り手振り、喃語等で自分の思いを表

現していた。また、幼児では子ども同士の関係性や一人一人の育ち

を把握しながら関わることで、友達同士のいざこざも見られるが自

分なりに相手にも思いを伝えたり聞こうとする姿が増えてきた。

B B

乳幼児期に人とかかわる力の基礎が育ってい

くことを意識しながら、日々の保育の中で一

人一人の思いを受け止め、子どもにとって

の”思いを伝え通じ合う喜び”が積み重なる

よう援助していく。カリキュラムの中にも育

ちに応じた援助を記載して取り組む。

①

クラスに関わる職員と、保育を伝え合

い保育が繋がるための引継ぎ

(報告・連絡・相談）

早朝・延長担当職員を含め、保育の『ねらい』や『子どもへの関わ

りで大切にしている事』『子どもの姿』等を共有することで、子ど

もの変化や成長を感じる事ができた。その中で同じ方向性をもち子

ども理解に努める事ができた。伝え忘れや聞いてないことがあれ

ば、自ら情報を聞いたり、共有ノートを活用する等伝え合う事を意

識し取り組むことができた。

A A

引き続き伝え合いが確実となるように全員が

意識して取り組んでいく。知らせて共有でき

たことが子ども理解や保護者対応に活かせる

よう、クラスの共有ノートを活用していく。

②
職務内容の見直しを図り、生き生きと

働ける職場環境づくりに取り組む

各学年団の職員同士、互いに声を掛け合い、仕事の進捗状

況を確認しながら業務を遂行することができた。定期的に

学年別の話し合いの時間を決めて効率化を図ることもでき

た。事務を計画的に行うことで見通しをもって実践しよう

とする職員が増えてきた。

B B

職員一人一人が生き生きと働ける環境を整

え、事務仕事の効率化を考え、職員一人一人

が計画的に実践できるように、今後とも引き

続き取り組んでいく。

①
保護者への子どもの姿や保育内容の説

明

クラス便り以外に、写真付きのミニ便りを週に１～２回ほ

ど作成し連絡帳に貼付けることで、保育所での様子を分か

りやすく伝える工夫をしてきた。保護者からも、連絡帳や

口頭での感想や返信が寄せられ、子どもの成長を保護者と

共に喜び合うことができた。

B B

保護者の安心や職員の保育の質の向上に繋が

るように、伝わりやすい内容を考え、園全体

で継続して取り組んでいく。個別の伝え方に

ついても一人一人の保護者に応じた伝え方を

考え実践していく。

②
信頼関係を元に子育てに関する保護者

への支援

日々、保護者へ積極的に声をかける事を心掛け、保護者が

話しやすい雰囲気に配慮し、子育てをねぎらいながら悩み

に共感することを大切にしてきた。普段会えない保護者と

も、状況に応じて面談や電話などで思いが繋がるように保

護者支援を実践してきた。十分に関われなかった保護者も

いたため課題もあった。

B B

保護者の子育ての不安、悩みなど必要に応じ

て相談できる場を作っていく。またクラス担

任だけでなく、管理職や職員が協力しながら

様々なケースに対して早い対応を行い、保護

者の安心に繋がるよう努力する。

【評価基準】Ａ：十分満足　　Ｂ：おおむね満足　 Ｃ：もう少し努力すべき　　Ｄ：大いに努力が必要

自　己　評　価

保育者や地

域に親しま

れる保育所 ・ミニ便りや写真をもちいて、保育

の様子を伝える取り組みを職員が自

分たちで考え、実践したことは良

かった。今後も、保護者や地域の人

たちに佐古保育所の取り組みを発信

していくことに期待する。
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○

共通課題に

向かう職員

の協力体制

作り

改　善　策　等

・クラスに関わる職員への伝え合い

や共有ノートを活用するなど、様々

な工夫をし組織として協力し合う体

制に向けての取り組み　を職員が意

識して行えていることが結果に繋

がったと感じる。

・職員同士が互いに協働し合う雰囲

気や職場の風土ができつつあること

は成果である。今後もワークバラン

スを大切に業務にあたってほしい。

職

員

の

育

成

・

資

質

向

上

や

運
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・若年保育者と共に、教材研修をす

る等組織としての研修体制ができて

いる。そのなかで中堅保育者の指

導・助言がなされ保育者の資質向上

に繋がっている。佐古保育所は園庭

や周辺の自然環境に恵まれている。

その環境を活かしながら、今後も継

続した取り組みの積み重ねを望む。

　

・子どもたちが生き生きと主体性を

もち遊ぶ姿が見られている園全体で

魅力ある環境づくりがなされてお

り、カリキュラム会で話し合われた

ことがしっかりと実践されている。

 

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　香南市立佐古保育所

一人一人が

自分らしさ

を発揮しな

がら遊ぶた

めの環境づ

くり

 

○

様式３

経営理念

【保育目標】 みつけたよ　自分らしさとおもしろさ　しぜんとともだち　佐古キッズ

【経営目標】『主体者としての心を育み、自己肯定感や人への信頼感を身につけていく保育の在り方をめざす』

〈子ども像〉 健康でたくましい子ども。やさしく思いやりのある子ども。自分で考え話しが聞ける子ども。なかよく協力する子ども。

〈保育所像〉 子どもの最善の利益を考慮し、健全な心身の育成のための「子どもにふさわしい生活の場」として、環境を通して養護と教育を一体的に行う保育所

　　　　　　 保護者の子育てを支援する保育所

〈保育士像〉 子どもを見る目を豊かにしよう　子どもの最善の利益に立とう　仲間と創造し協働しよう　保護者と共に育とう育てよう

保育所関係者評価
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中期経営目標
 短  期  経  営  目  標

（評価項目）


